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軍建億宅を対象とした通風性能評価に関する醗究
　　その嘱7　通風による冷房負荷削減効果に関する薪究
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夏季の冷房用工ネルギーの大幅な増加が懸念されている。本研究では、全国842都市において通風を利用するこ

とにより削減可能な冷房用工ネルギーを求め、通風を利用することによる冷房負荷削減効果を明らかにする。窓を

部分的に閉鎖しても、すべての窓を開放した場合より．冷房負荷削減率を高くすることが可能である。年間冷房負

荷や冷房削減量は北海道から南下するに従い相対的に大きくなり、冷房負荷削減率は相対的に低くなる。一箇所以

上通風利用が可能な場合と比べて、室断面の50％以上が通風利用が可能な場合では冷房負荷削減率が低下した。
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　　　通風　冷房負荷

纏研究團的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膿購Y§にょる熱負衛憐

躰古来の鵬謹技術である麟甑を夏季に利　　　↓雛齢

1茎簾墓諜濃1つつ室内温熱駒　葦蕎鶏轟響耀辮
寒冷地を中心に普及してきた高気密・高断熱住宅　　　　　　　　　　・逓嵐で肖耀阿能な冷房舗

は、冬季の室温熱環境の改善、暖房負荷の低減に対し　　　　　図懇　冷房負荷削減効果の解析概要

て効果を発揮している。しかし、高気密・高断熱住宅

が比較的温暖な地域にも建設されるようになり、特に　　　　　CFDによ樹象モデルの室内外気流分森の数麟析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16風向の室内外気流解板　　　手　対象地域の風向、風速
夏季の温熱環境の悪化、冷房用工ネルギーの大幅な増

加が懸念されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下R麗SYSによる熱負荷計算　　　室内気流速度の算出

本研究では、日本建築学会標準住宅モデルを対象に　　　　気象データ・気温湿嵐目鼎換気騰

窓の開放条件を変化さぜ、全国842都市において通風　　　　！一・一・一一一・一一…㎝……“‘…’……’國…一噸幅・一…一・～一一一＼．

を利用することにより削嗣能な冷房用エネルギーを　気講遡曝腿土樺撚馨嚇腿L一

求め、通風による冷房負荷削減効果を明らかにするこ

とを目的とする。

櫨研究概要

2・1解析条件

非暖房期間、非就寝時に、一箇所以上の領域において

・通風を行わない場含の塞内の麗静が欝゜C以上

・遜風を行った場禽の室内の§跳壕が総゜Cより低い

上記の範囲に入る時間帯を通風利用可能時間とする

図1に冷房負荷削減効果の解析概要を、図2に通風　　　　　図2　通風利用可能時間の解析フロー
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利用可能時間の解析フO一を示す。初めに16風向別の　　の冷房負荷を元に通風利用可能時間における年間冷薦

室内風速比分布を標準k一εモデルを用いたCFD解析　　負荷を抽出することにより、通風により削減可能な冷

により算出し、通風時の室内気流分布を明らかにす　　房負荷を求める。また本報では、床上1．5田の室断面に

る。C冊解析は計算負荷が大きいため、気象データを　　おいて50％以上の領域（以下、方法②と記述）にっい

用いた非暖房期間の非定常非等温シミュレーションを　　て、通風を行なわない場合の室内のSEτ＊が26℃以上

行うことは困難である。そこで、対象モデルの室内風　　で、通風を行った場合の室内のSET＊が26℃より低い範

速比分布は等温のGFD解析注つで算出する。得られた　　囲に入る時間帯を通風利用可能時間とした場合の解析

室内風速比と地域の風向・風速より塞内の気流分布　　も行ない、1箇所以上の領域の場合（以下、方法①と記

を、開ロ部風速から対象モデルの換気回数を求める。　述）との比較を行う。

次に、日本建築学会拡張アメダス気象データ標準年の　　黛．黛解析方法

各地域の気温、湿度．日射量と算出された換気回数か　　　表1に戸建住宅モデルのG紛解析条件とシエルター

ら、熱負荷シミュレーションソフトT醗SYSにより、対　　性能を、表2に戸建住宅モデルの解析Gaseを示す。戸

象モデルの室温、醐丁、相対湿度を算出する。非暖房期　　建住宅モデルは日本建築学会標準住宅モデルを用い、

間、非就寝時に、室内の1一箇所以上の領域において、通　　開ロ条件を変化させた21ケースで解析を行う。シエル

風を行なわない場合の室内のSET＊が26℃以上で、通風　　ター性能は次世代省工ネ基準n1地域を満足するものと

を行った場合の室内のSET＊が26℃より低い範囲に入る　　する。対象地域は全国842都市である。図3に東京、新

時間帯を通風利用可能時間とする。更に対象モデルの　　潟における風向別累積風速注2）を示す。新潟では北北

室設定温度を26℃として年聞冷房負荷を算出する。こ　　東からの風の頻度が高く、東京では南からの風の頻度
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が高い。図4に外気温の累積頻度を、図5に風速の累　　た場合に室内の旺Pが26℃より低くなる頻度が高いこ

積頻度を示す。東京と比較して新潟では外気温が低い　　とが原因と蓄えられる。東北地方でも内陸の山形市で

頻度が高く、風速の速い頻度が高い。　　　　　　　　は冷房負荷削減率が35〔％］である。これは海沿いの都

翻解析結果《方法①）　　　　　　　　　　　　　　　市に比べ内陸の都爺では風速が遅く・通風による冷房

図6に4都市のcase別冷房負荷削減率を示す。札幌　　負荷削減効果が小さいことが原因と考えられる。菓京

でのGaseO1、新潟でのGase◎8、東京でのGaseO6など、　の年間冷房負荷は2054［響／年ユであり・冷房負荷削減

窓をすべて開放したcaseGOより削減率の高い窓の開放　　量は621［kW／年］・冷房負荷削減率は30［％］である。ま

条件が見られるが。いずれの都市も開口条件の変化に　　た、標高の高い都市では北海愚東北地方と同様に・夏

よる差は小さい。　　　　　　　　　　　　　　　　季でも平均気温が低いたφ、i篁闘冷房負董が坐さ《

図71こGaseGOにおける編鯖肖構マップを、図　＝璽二撃ニー二璽L－t大綴］

刎であり触冷房負荷削減量は657〔k瀞年］、冷房負荷　　　3°鷺⑱．二．．一＿＿摩”．鷲；翼：：叢1：薫≡；1≡lilll：：，．lll　l：鷲鍵1：：．1：：．li到

肖榔は尋8〔％］である．北海道、東北妨で齢顧　鑑＿＿＿＿さ想　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　5　き　8　苫　＄　i雪　3　零　8　彙　算　繋　難　馨　韓　鴛　1こ　韓　戴　9

荷削減率は5◎［％］を超える都市が多い。これは北海　　　　　1鑓蜷1聾難愚墾1§蓉聾1擁

道・東北地方は相対的に気温が低いため・通風を行つ　　　　図6　鄭都瀧の億s馨珊冷房負荷削減率達3＞

　　　　弩　倉八、

ノ斗壼／馬シ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝離魏麟…鎌　　　騙、獺

　　　　　　　　　鉦　蟹灘，欝　　　5鯨都鑓　　鞭
　　　　　　　755・長崎　　　　灘鞭　　　　　　672融…　　　　　盤

　　　　　　　794鷺　澱灘　68膿7°a室雛　尋3噸　…　騒

地域番目 地点
削減量
汲v／年1

削減率

@％
46 室槻 203 66

れ0 錨路 10 10◎

拓4 函 157 8◎

　　　ミ　ニ
竃⑪（》　　｝づ　　　　　　　8◎鼠鹿漿　　　　　　　　毒

　　　瓦　　　　　ヒ

⑪　羅
8庵7。種子農

　　麺

地域番隅 地点
i1・鷺

汲v／鯛

削｝箪

@弱
地域番嬌 地点

削減鍛

��R

吐瀞

p6

171 青森 307 66 393 長 383 36

196 秋田 嬉32 57 噂oo 軽井沢 属8 52

224 盛岡 396 69 講36 静岡 598 35

255 他台 317 52 447 古屋 63講 3毒

274 山形 308 35 498 薪潟 657 尋8

3憐 水芦 385 35 522 富由 4窪7 3§

339 葦津 59 68 543 賀 622 39

343 臼1橋 375 2曝 560 票都 435 23

3㈱ 東察 621 30 565 大阪 573 2フ

385 浜 573 38 632 広 660 32

嚴

難

地域番膣 地慮
潮減量
鰍v／葬

潮減”

@騰
域番鱗 壇点

醜減量

qW鷹
削灘
@％

6遺1 公江 555 37 755 駆
699 34

672 高公 593 3◎ 772 阿出 6i 6◎

682 公山 568 26 794 筥崎 693 29

フ⑪倉 窒芦 916 73 806 毘 7遷5 2フ

718 下 888 52 81フ 子 1315 5喋

726 鋼 760 33 83可 郵覇 1400 3轟

図7　cas認Oにおける冷房負荷削減量マップ

　　　ど　む

ゼ≠＄3懸

一199一



なる。軽井沢や草津では・同じ県の前橋・長野よりも　　（3）冷房負荷削減量は・北海道では壌00［kW／年］前後、

年間冷房負荷や冷房負荷削減量が小さく、年間冷房　　　　藁北は2GO～40G［kW／年］。関東、中部は400

負荷は草津で86［kW／年〕、軽井沢では28妊kW／年〕と　　　　～600［kW／年］、近畿中国。四国は500～700

な駄冷房負荷削減量は草津で59［k槻年L軽井沢で　　　　　［幽／年］、九州・沖縄は6◎0～80G〔糊／年］の範

は鱒8〔k㍑鋼となる。一方、冷房負荷削減率は高く　　　　囲に多く分布している。

なり・草津で68［％L軽井沢では52［％］となる。ま　　（4）一箇所以上が指定範囲に入る場合と比べて、室断

た。九州でも阿蘇山のように山間部では年間冷房負　　　　面の50％以上が指定範囲に入る場合は、どの都

荷が栂2［姻／年L冷房負荷削減量が61〔kW／年］と小　　　　市でも冷房負荷削減率が半分程度に低下した。

さく・冷房負荷削減率は60［％］と高くなる。　　　　　注1）室内外気流のCFD解析は等温の条件で行っている。通常、

鰯　解析結果（方法②）　　　　　　　　　　　　　　　　室内外には温度差が生じていると考えられるが・窓を蹴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、　通風を行っている場合には、極端な温度差は生じてい
　図9に方法②により解析したGaseOGにおける主要　　　　ないと仮定している。

都市の年悶冷房負荷、冷房負荷削減率を示す。一箇所　　注2）風向別累積風速は非暖房期間に各風向の風速を累積したもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である。
以上が指定の範囲に入る場合の方法①に比べて・室　　注3）冷房負荷削減率とは年間冷房負荷に対する冷房負荷削減量

断面の50％以上が指定の範囲に入る場合の方法②で　　　　の割合である・

は・どの都市も冷房負荷削減率が半分程度低下した・　　惨考文献】

　　まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）赤林娠〔卜富永他「戸建住宅を対象とした通風時の室内1昼魏環境に関薩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する研究その1～3」　日本建築学会北陸支部研究報告集、2001年
（1）窓を部分的に閉鎖しても、すべての窓を開放し　　2）赤林・佐惣木・坂〔〕他「戸建住宅を文橡とした通風性能評価に闘す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る研究その1～4」　日本建築学会大会学術講演梗概集、2002年
　　　た場合より、冷房負荷削減率を高くすることが　　3）赤林・富永・坂日他「戸幽主宅を文寸象とした通風性能評価に関する

磯である．　　　　　　蠕ρ『翻脇響譲藩灘攣懸霧潟藻競，
（2）鯛冷鹸荷鞘顧荷削薩はコ髄から南蕾欝報肇囎醐欝藷灘彌鵬」撒麺
　　　下するに従い．相対的に大きくなる。また平野　　築学会環境系論文集NQ56＆2003年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）赤林・坂ロ・細野・久保　「戸建住宅を対象とした通風性能評価に
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